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１．コア CPI の上昇幅が 2 ヵ月連続で急拡大 

総務省が1月 25日に公表した消費者物価指数によると、

生鮮食品を除く総合、以下コア CPI）

は前年比 0.8％となり、11 月の同

0.4％から上昇幅が大きく拡大した。

事前の市場予想（ロイター集計：0.6％、

当社予想も 0.6％）を上回る結果であ

った。コア CPI は 07 年 10 月に 10 ヵ

月ぶりにプラスに転じた後、上昇幅は

2 ヵ月間で 0.7％ポイントの急拡大と

なった。 

原油価格高騰を反映し、

07年 12月の消費者物価（全国、

石油製品が

前

年比 0.7％（11 月：同

合 であった。 

 

年比 15.1％（11 月：同 9.3％）と

上昇率が高まり、コア CPI を 0.61％

（11月は0.38％）押し上げたほか、

パン（11 月：前年比 0.7％→12 月：

同 5.4％）、めん類（11 月：0.4％→

12 月：同 1.6％）など、生鮮食品以

外の食料品の上昇率が 11 月の前年

比 0.3％から同 0.7％へと拡大した

ことが、CPI 上昇率の拡大に寄与し

た。 

総合指数は前 0.6％）、食料（酒類除く）及びエネルギーを除く総

は同▲0.1％（11 月：同▲0.1％）
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　　 　　 　　　   　　消    費    者    物    価    指    数    の    推    移

（前年同月比、％）

　　　　　　 　　　全　　　　　　　国               東     京     都     区     部
総　　合 生鮮食品を 食料（酒類除く） 総合 生鮮食品を 食料（酒類除く）

除く総合 及びｴﾈﾙｷﾞｰを 除く総合 及びｴﾈﾙｷﾞｰを

除く総合 除く総合

06年 10月 0.4 0.1 ▲0.4 0.4 0.1 ▲0.1
11月 0.3 0.2 ▲0.2 0.2 0.2 0.0
12月 0.3 0.1 ▲0.3 0.3 0.2 0.0

07年 1月 0.0 0.0 ▲0.2 0.1 0.2 0.1
2月 ▲0.2 ▲0.1 ▲0.3 0.0 0.0 ▲0.1
3月 ▲0.1 ▲0.3 ▲0.4 0.1 ▲0.1 ▲0.3
4月 0.0 ▲0.1 ▲0.2 0.1 0.0 ▲0.2
5月 0.0 ▲0.1 ▲0.3 0.0 0.0 ▲0.2
6月 ▲0.2 ▲0.1 ▲0.4 ▲0.2 ▲0.1 ▲0.3
7月 0.0 ▲0.1 ▲0.5 ▲0.1 ▲0.1 ▲0.3
8月 ▲0.2 ▲0.1 ▲0.2 ▲0.3 0.0 ▲0.2
9月 ▲0.2 ▲0.1 ▲0.3 ▲0.1 ▲0.1 ▲0.3
10月 0.3 0.1 ▲0.3 0.1 0.0 ▲0.3
11月 0.6 0.4 ▲0.1 0.3 0.1 ▲0.1
12月 0.7 0.8 ▲0.1 0.4 0.3 ▲0.1

08年 1月 － － － 0.2 0.4 0.0

(資料）総務省統計局「消費者物価指数」
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消費者物価指数(生鮮食品除く、全国）の要因分解

(資料）総務省統計局「消費者物価指数」

(前年比）

(年・月）
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消費者物価指数の調査対象 584 品目（生鮮食品を除くと 523 品目）を、前年に比べて上

昇

「

２

08 年 1 月の東京都区部のコア CPI は、前年比 0.4％（07 年 12 月：同 0.3％）となり、事

った。 

ことなどが、コ

ア

8 年 3 月の 1 年間）以来の 1％台に達する可能性も出て

き

 

足もとでは 90ドルを割り込む水準にまで下落している。また、

この

している品目と下落している品目に分けてみると、2007 年 12 月の上昇品目数は 262（生

鮮食品を除くベース）となり、3

ヵ月連続で半数を上回った。下

落品目数は 202 で、上昇品目割

合」－「下落品目割合」は 11.5％

（11 月は 12.6％）となった。前

月に比べれば若干低下したもの

の、引き続き上昇品目の割合が

下落品目を大きく上回っており、

物価上昇が広範化する動きが続

いているものと判断される。 

 

．消費税率引き上げ以来の１％台の可能性も 

消費者物価・上昇品目数(割合）－下落品目数（割合）
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(資料）総務省統計局「消費者物価指数」 （年・月）

前の市場予想（ロイター集計：0.3％、当社予想も 0.3％）を上回

石油製品が前年比 17.1％（12 月：同 16.8％）と引き続き高い伸びとなったことに加え、

食料品（生鮮食品を除く）の上昇率が前年比 0.4％から 0.7％へと高まった

CPI の上昇率拡大に寄与した。 

1 月の東京都区部の結果から考えると、来月公表される 1 月の全国コア CPI の上昇率は、

消費税率引き上げ時（97 年 4 月～9

た。 

原油価格（WTI 先物）は、2008 年に入って一時 100 ドル/バレルをつけたが、米国の景気

後退観測の高まりなどから、

ところ円高/ドル安が進んでい

るため、直近（1/21）で 153.3 円/

リットル（レギュラー、全国平均）

となっているガソリン店頭価格は

今後徐々に低下する公算が大きい。

ガソリンをはじめとした石油製品

の前年比上昇率は 1～2 月頃がピー

クとなる可能性も出てきた。 
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ル）

06年 07年

WTI先物とガソリン店頭価格（円/リットル） （ドル／バレ

ガソリン店頭価格（レギュラー）

WTI先物（右目盛）

（週次）
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ただし、石油製品を除いた物価上昇率も足もとではプラスに転じており、06 年にコア CPI

が

く高まって

いるため、家計の実質購買力が

低

か

ら

いったんプラスとなった後、石油製品の下落に伴い再びマイナスに転じた頃とは状況は

大きく異なっている。物価上昇

の裾野は広がっており、原材料

の高騰に対応するための値上

げは、今後も多くの企業で予定

されている。コア CPI が再びマ

イナスに転じる可能性は当面

は低いだろう。 

 

なお、所得の低迷が続く中、

物価上昇率が大き

▲0.6%

▲0.4%

▲0.2%

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

0601 0604 0607 0610 0701 0704 0707 0710

石油製品 石油製品以外

(資料）総務省統計局「消費者物価指数」 (年・月）

コアCPIは石油製品を除いてもプラス圏に(前年比）

消費者物価（生鮮食品を除く総合）

下している。特に生活必需的な

側面が強い基礎的支出品目の物

価上昇率はすでに1％を大きく超

えており、家計にとっては大きな

痛手となっている。 

消費者心理は 07 年初めころ

悪化が続いてきたが、実質所得

の減少が明確となってきたこと

は、個人消費の動向を見る上で大

きな懸念材料と言えるだろう。 

 
 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、

本誌は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものでもありません。 

（Copyright ニッセイ基礎研究所 禁転載） 
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基礎的・選択的項目支出別消費者物価上昇率（前年比）

（年・月）(資料）総務省統計局「消費者物価指数」
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(注）基礎的支出は支出弾力性1未満の品目、選択的支出は支出弾力性1以上の品目
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